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第３四半期の業績は「増収減益」となりました。

売上高は、＋３５４億円増の１兆３千６２０億円となりました。これは、「電力セグメント」にお
ける小売販売量増等に伴う＋５８０億円増や、「ガスセグメント」における原料費調整制度に
伴う都市ガス単価増、託送供給収益増、ＬＮＧ販売増等による＋７７億円増等が主な要因
です。

営業費用は、＋８５億円増の１兆３千７３億円となりました。これは、「ガスセグメント」にお
けるフレーム影響等に伴う都市ガスの単価減や数量減等に伴う▲２２３億円減があったも
のの、「電力セグメント」における小売販売量増や固定費増等に伴う＋５６４億円増等が主
な要因です。

この結果、営業利益は＋９７．４％、＋２７０億円増の５４７億円、 経常利益は＋１１７．１
％、＋３０７億円増の５６９億円とそれぞれ増益しました。

しかしながら、特別損益において、前年度は固定資産売却益を計上したものの、今年度
は減損損失として▲８０億円を計上したことにより、▲３６８億円減となりました。結果、親会
社株主に帰属する当期純利益は、▲２．９％、▲１０億円減の３３６億円となりました。

なお、減損損失▲８０億円は、第２四半期に計上した海外事業に関わるものです。第２四
半期時点では▲７６億円を計上しましたが、ＩＦＲＳ基準に基づき、第３四半期において油価
見通し・簿価を洗い替えた結果、▲８０億円となりました。

また、本海外投資案件に関する減損損失ついては、営業外費用にも投資有価証券評価
損として▲１８億円を計上しており、収支に与える影響額は総額で▲９９億円となります。
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第３四半期のガス販売量は、▲６．７％減の９９億２千３百万m3となりました。ガス販売量
減少は、発電用のお客さまにおける、▲４億１千５百万m3の減少、一般工業用のお客さま
における、▲１億８千６百万m3の減少、卸供給における、▲６千９百万m3の減少が主な要
因となっています。
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第３四半期の電力販売量は、全体では+２８．７％増の１４１億５千８百万kWhとなりました。

小売においては、契約件数の増加により+３４．３％増の５７億６千６百万kWhとなりました。
小売件数は、夏、秋のキャンペーンの効果もあり、１２月末現在で２２３万８千件となり、着実
に増加しております。

加えて、卸他についても＋２５．２％増の８３億９千２百万kWhとなりました。



５ページには、セグメント別の売上高、および営業利益に持分法損益を加えたセグメント
利益とその増減を記載しております。
セグメント利益については、「ガスセグメント」における＋２９９億円増が、全体利益を押し
上げております。
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ガスセグメントの＋２９９億円の増益は、スライドタイムラグにおける＋３０６億円の改善、託
送供給収益の＋１０８億円増が主な要因です。
電力セグメントは、＋１５億円の増益となっております。小売り件数・販売量が増加したこと
等による粗利増が、営業強化キャンペーン実施等に伴う小売販売経費やシステム関係費
等の増加を上回りました。
海外セグメントについては、海外上流プロジェクトにおける販売数量減に伴う利益減によ
り▲２３億円の減益となりました。なお、中下流プロジェクトを行う持分法適用会社の利益増
により、持分法損益は２４億円の増益となりました。
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資料の８ページ以降には通期の見通しを掲載しておりますが、利益の見通しにつきまし
ては、第２四半期に発表した数値から変更しておりません。

ガス販売量の減少による粗利の減少を、固定費削減により補うことで、前回見通し通りの
利益を見込んでおります。
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ガス販売量は、前回見通しとの対比で▲１．６％、▲２億２千４００万m3の減少を見込んで
おります。これは大口のお客さまの稼働減に伴う、▲１億９千３百万m3減が主な要因です。
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電力販売量は、前回見通しとの対比で＋１．６％、３億３千万kWhの増加を見通しており
ます。第３四半期までの小売り件数の増加も要因の一つであり、今年度末までに「電力小
売りお客さま件数２４０万件」を達成することを見込んでおります。



１１ページに、セグメント別の売上高、およびセグメント利益の見通しとその増減を記載し
ております。
各セグメント利益についても、第２四半期に発表した見通しから大きな変更はございませ
ん。
セグメント毎の前回見通しとの差異について、１２ページで説明いたします。
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ガスセグメントにおいて、大口のお客さま稼働減等に伴う、販売量の減少による粗利減等
を、固定費削減等により補ってまいります。
海外セグメントについては、上期に引き続き中下流事業の利益増等が貢献するものの、
油価下落に伴う上流プロジェクトの利益減等により、▲１４億円の減益を見通しております。
その他セグメントは＋１１億円の増益となりますが、グループで保有・管理するＬＮＧ船の
運用改善による利益増等を見通しております。



前年度実績と対比した、セグメント別の売上高およびセグメント利益の見通しと、その増減
については、１３ページと１４ページを参照ください。
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１５ページでは１９年度のキャッシュフローの使途についてお示ししております。
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１６ページには、連結ベースの主要計数を掲載しております。
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巻末には、参考資料として経済フレーム感度表に加え、本年度の本日までの主なプレス
リリース一覧、海外プロジェクト一覧、電力・都市ガスのスイッチング件数の推移を掲載して
おりますので、ご参照ください。
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